
湖南大学校

「アジア共同体論」（2011 年度前期）

Ⅰ なぜアジア共同体なのか

第 1 講（3 月 2 日） アジア共同体の必要性：（徐康鍚／湖南大学総長）（申一燮）（朴順愛）

第 2 講（3 月 9 日） アジアの地域協力：経済（張斗英）、安保（白雲善）、環境および資源（金漢培）

第 3 講（3 月 16 日） アジアとは何か：地域主義（李載鎬）、伝統的地域秩序（李京禧）、帝国主義（朴順愛）

Ⅱ アジア国家と思想

第 4 講（3 月 23 日） アジアの近代と国民国家建設：（申一燮）

第 5 講（3 月 30 日） 儒教思想の伝播と受容：（金洪仲）

第 6 講（4 月 6 日）  茶山とアジア：牧民心書（崔炳賢）、実学思想（朴錫武／社団法人茶山研究所理事長）

Ⅲ アジア文化と交流

第 7 講（4 月 13 日） 芸術：美術（李政龍）、陶磁（姜星坤）、アジア文化殿堂（張栄柱／MBC 放送局長）

第 8 講（4 月 20 日） 伝統：文学（金準泰／518 記念財団理事長）、服式（簡文子）、東洋の伝統家屋（朴益秀）

第 9 講（4 月 27 日） 交流：シルクロード（禹燦卜）、

東西文化交流（権慶安／朝鮮日報光州地域本部長）（趙鎔澈／湖南大学名誉教授）

Ⅳ ディアスポラとアジア

第 10 講（5 月 4 日） ディアスポラ歴史と理解：朝鮮族（任星模／延世大学）、在日（金太基）、

  高麗人（金仁德／成均舘大学）

第 11 講（5 月 11 日） 多文化シンポジウム：（李載鎬、李京禧、朴順愛、申一燮、金洪仲）

  多文化家庭分析：（呉承容／全南大学）

  多文化家庭事例発表：（日本、ベトナム、フィリピン、中国）

     多文化家族との対話：（懇談会）

第 12 講（5 月 18 日） 21 世紀アジア的価値の照明：（金光雲／保健大学教授）

特講：（姜德相／在日史学者・在日本韓人資料館館長）

Ⅴ アジア共同体のヴィジョンおよび提言

第 13 講（5 月 25 日） アジア共同体とヨーロッパ統合の示唆点：（呉守烈／朝鮮大学）（羅鐘一／又石大学総長）

第 14 講（6 月 1 日） アジア共同体のヴィジョンと国家の役割：日本（和田春樹／東京大学名誉教授）、

中国（総領事）

第 15 講（6 月 8 日） アジア共同体の構想と民間の活動：（佐藤洋治／ワンアジア財団理事長）

    （金奎澤／ワン・アジアクラブ ソウル理事長）


